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機能材料チームは、「化学」「機能」「材料」をキー
ワードにして新技術の開発に取り組んでいます。チー
ムは「化学」が好きな6名が集まり、基礎から応用・
開発まで幅広く研究を行っています。

ところで、新素材の登場が技術のブレークスルーに
大きく寄与することは良く知られていることです。最
近では、カーボンナノチューブが注目を集め、ナノテ
クノロジーの重要素材になっています。当チームで
も、画期的な新素材の開発を夢見て新しい機能材料の
創製や、既存の機能材料の特性を上手く活用したシス
テム開発を目指しています。それでは、機能材料チー
ムの主な研究を紹介します。

チタニアとは酸化チタンのことですが、光触媒とし
て近年注目を集めている物質です。我々も環境浄化へ
の応用を目指して、チタニアの性能向上に取り組んで
きました。その中で、ナノチューブ状のチタニアを発
見し、その製法を確立しました。このチタニアナノチ
ューブは特異な性質を持っており、環境以外にも医療
材料など幅広い用途への展開が期待できます。

配管中の水に、ある種の界面活性剤（洗剤のような
もの）を少量入れると、水が移動する際の抵抗が小さ
くなります。我々は、この効果を効率よく発揮させる
方法や、耐久性について研究し、空調や機器冷却の省
エネに役立てます。

吸着冷凍機は、シリカゲルが水を吸脱着する作用を
利用して冷水を得る機器です。従来、シリカゲルの再
生（水の脱着）に70℃程度の温水が必要でしたが、
我々は吸引ポンプを組み合せることで60℃以下の低
温排熱でも再生できるようにしました。これは未利用
エネルギーの有効利用に役立ちます。パイロット試験
で成績係数（COP）10を確認し、現在、実証試験に
取り組んでいます。

二次電池は、電気エネルギーを化学エネルギーに変
換しエネルギーを貯蔵するもので、電気化学材料がキ
ーポイントになります。我々は、ナトリウム硫黄電池
やニッケル水素電池などの新型電池の研究に取り組ん
できましたが、最近、軽量化が期待できる導電性高分
子を利用したポリマー電池の基礎研究を開始しまし
た。また、鉛蓄電池を含め二次電池全般の試験評価も
行っています。

以上、機能材料チームの主な研究を紹介しました。
今後も新しい技術にどんどんチャレンジしていきたい
と思っています。
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